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● シンポジウム　「ドイツ語圏のミンゾク文化」からの発見

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ド
イ
ツ
語
圏
の
ミ
ン
ゾ
ク
文
化
」
か
ら
の
発
見

国
際
日
本
学
部　

国
際
文
化
交
流
学
科
１
年　

具
志
堅 

聖
佳

２
０
２
２
年
11
月
28
日
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
大
学
人
文
学
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ド
イ
ツ
語
圏
の
ミ
ン
ゾ
ク
文
化
―
交
差
す
る
人
・
モ

ノ
・
情
報
が
生
む
世
界
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
登
壇
者
は
、

角
南
総
一
郎
先
生
（
国
際
日
本
学
部
歴
史
民
俗
学
科
）、

角
山
朋
子
先
生
（
同
国
際
文
化
交
流
学
科
）、
山
田
香
織

先
生
（
東
洋
大
学
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
）
の
３
名
で

し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
角
南
先
生
か
ら
民
俗
学

的
な
立
場
で
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
意
外
と
身
近
に
ド
イ
ツ
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
角
山
先
生
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
以
外
の
ド
イ
ツ
語
圏

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
美
術
の
国
際
的
な
展
開
か
ら
、

日
本
と
の
意
外
な
か
か
わ
り
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
個

人
的
に
は
角
山
先
生
の
講
義
パ
ー
ト
で
は
、
ほ
か
の
講
義

で
も
共
通
の
問
い
に
な
る
「
○
○
文
化
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
身
に
な
る
講
義
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
特
別
ゲ
ス
ト
で
あ
る
東
洋
大
学
の
山
田
先

生
の
講
義
パ
ー
ト
は
、
現
代
の
ド
イ
ツ
南
部
、
ア
ル
ト
バ

イ
エ
ル
ン
地
方
の
集
落
ご
と
の
文
化
で
あ
る
「
マ
イ
バ
ウ

ム
」
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
表
現
・

鑑
賞
の
日
常
性
と
意
味
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
の
質
疑
応
答
で
、あ
る
生
徒
が
「
既
視
感
が
あ
る
」

と
発
言
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
私
自
身
も
「
マ
イ
バ

ウ
ム
」に
既
視
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、「
マ
イ
バ
ウ
ム
」

と
は
南
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ト
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
で
集
落
ご
と

に
み
ら
れ
る
30
～
40
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
大
き
な
木
製
の

棒
で
、
青
と
白
の
色
合
い
と
、
各
集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
行
わ
れ
て
い
た
職
業
を
表
し
た
装
飾
が
特
徴
的

で
す
。
名
の
通
り
、「
五
月
の
木
」（M

ai

＝
五
月　

Baum

＝
木
）
と
い
い
、
５
年
ご
と
に
新
し
い
も
の
を
5

月
1
日
に
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
を
集
落
ご
と
に
未
婚
の
男

性
の
み
で
す
べ
て
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
私
が
既
視
感
を
覚
え
た
の
は
、
母
の
地

元
で
あ
る
沖
縄
県
糸
満
市
大
里
で
行
わ
れ
る
、
集
落
内
対

抗
（
集
落
内
で
、
西
＝
イ
リ
ー
に
家
が
あ
る
チ
ー
ム
と
、

東
＝
ア
ガ
リ
ー
に
家
が
あ
る
チ
ー
ム
に
分
か
れ
る
）
の
綱

引
き
の
際
に
み
ら
れ
る
「
旗
頭
」（
ウ
チ
ナ
ー
口
で
「
は

た
む
ち
ゃ
ー
」
＝
「
旗
を
持
つ
人
」）
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
ち
ら
は
一
見
ヤ
シ
の
木
の
様
に
見
え
、
3
～
4
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
数
人
で
持
ち
運
び
が
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
先

端
に
丸
い
チ
ー
ム
を
表
す
装
飾
と
そ
の
下
に
葉
っ
ぱ
の
よ

う
な
装
飾
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
弓
矢
の
よ
う
な
装

前半の３名の講師による講演の様子
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飾
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
旗
頭
は
綱
引
き
が
終
わ
れ
ば
片
づ

け
て
し
ま
う
た
め
マ
イ
バ
ウ
ム
と
は
似
つ
か
な
い
部
分
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
見
し
た
時
の
見
た
目
と
「
青
年

会
の
よ
う
な
立
場
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
成
・
設
置
さ
れ

る
。」と
い
う
部
分
で
既
視
感
が
あ
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
、

各
陣
営
の
青
年
会（
こ
ち
ら
は
既
婚
者
で
も
可
能
）に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
私
は
、
ド
イ
ツ
語
圏

の
文
化
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
文

化
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
、
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
の
伝
統
行
事
と
似
て
い
る
部
分
・
関
連

し
て
い
る
部
分
を
見
出
す
こ
と
で
、
身
近
に
他
の
文
化
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
異
文
化
理
解
が
深
ま
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
私
の
地
元
の
文
化
に
つ
い
て
考
え
や

理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
面
白
さ
な

ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
、
私
に
と
っ
て
と
て

も
身
に
な
り
興
味
深
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

後半の会場とセッションの様子




